
　
今
議
会
に
お
い
て
、
市
中
１

年
生
の
　
人
２
ク
ラ
ス
が
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

　
遠
藤
議
員
は
平
成
　
年
３
月
、

す
で
に
状
況
を
把
握
し
、
町
教

育
委
員
会
に
伝
え
、
対
応
を
協

議
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
時
代
３
ク
ラ
ス
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
生

徒
の
環
境
変
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
３
ク
ラ
ス
が
望
ま
し
い
が
、

現
行
下
で
は
不
可
能
。
町
採
用

の
教
員
１
人
を
配
置
し
、
主
要

教
科
３
ク
ラ
ス
制
を
要
望
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
父
母
代
表
が
要
望
し
、
教
員

の
配
置
は
実
現
し
ま
し
た
。

　
前
学
年
と
の
整
合
性
を
考
慮

し
た
方
針
に
従
い
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　
学
校
の
教
育
方
針
は
、
尊
重

す
べ
き
聖
域
で
す
。
行
政
、
政

治
力
な
ど
が
介
入
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
教
育
環
境
の
提

供
は
、
行
政
の
仕
事
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　
建
築
基
準
法
に
よ
り
、
４
ｍ

以
上
の
道
路
に
２
ｍ
以
上
そ
の

敷
地
が
接
し
て
い
な
い
と
、
建

て
替
え
な
ど
が
で
き
な
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
接
す
る
道
路
が

　
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
の
道
路
の

場
合
、
中
心
か
ら
２
ｍ
後
退
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
法
律
が
出
来
て
　
年
以

上
経
過
し
て
も
、
一
向
に
狭
あ

い
道
路
の
問
題
が
解
決
さ
れ
ま

せ
ん
。
本
町
中
央
部
で
は
空
洞

化
が
起
こ
り
人
口
流
出
の
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
藤
議
員
は
平
成
　
年
６
月

議
会
に
お
い
て
「
後
退
部
分
の

敷
地
は
買
い
上
げ
る
べ
き
。
」

と
質
し
ま
し
た
が
、
狭
あ
い
道

路
は
道
路
と
い
う
概
念
で
は
無

い
た
め
道
路
用
地
と
し
て
買
い

あ
げ
な
い
。
と
の
答
弁
で
し
た
。

　
同
年
９
月
議
会
に
お
い
て
、

老
朽
ブ
ロ
ッ
ク
塀
対
策
に
つ
い

て
質
し
た
の
に
対
し
、
後
退
分

を
町
に
寄
付
す
る
こ
と
で
、
助

成
の
検
討
を
し
て
い
る
と
、
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
４
月
施
行
予
定
の

「
狭
あ
い
道
路
拡
幅
整
備
事
業
」

と
い
う
助
成
制
度
は
、
県
内
初
、

全
国
的
に
も
数
少
な
い
制
度
で

す
。
多
く
の
み
な
さ
ま
に
お
使

い
い
た
だ
け
る
よ
う
、
制
度
の

充
実
に
つ
と
め
、
予
算
の
確
保

に
尽
力
し
ま
す
。

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
実
現
に
向
け
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
化
検
討
会
議
を
設
置
し
、

本
町
お
よ
び
新
町
の
行
財
政
改

革
と
行
政
の
ス
リ
ム
化
。
そ
し

て
、
地
域
の
経
済
活
性
を
導
く

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　
行
政
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
地
域

経
済
活
性
化
等
に
向
け
て
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
活
用
検
討
会
議
を
考
え
て

い
き
ま
す
。

第７号

中
１
生
、
２
ク
ラ
ス

狭
あ
い
道
路

質
　
問

一
般
質
問

答
　
町
長

答
　
町
長

　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
化
検
討
会
議
設

置
に
つ
い
て

①
　
夫
婦
２
人
世
帯
増
加
に
対

　
す
る
住
環
境
施
策
は
。

②
　
町
へ
の
要
望
の
第
１
位
は

　
公
共
施
設
の
集
約
で
す
。

③
　
町
道
整
備
に
の
お
母
さ
ん

　
方
の
意
見
を
反
映
す
べ
き
。

④
　
こ
ど
も
の
事
件
に
対
す
る

　
安
全
対
策
は
。

①
　
高
齢
者
に
配
慮
し
た
住
宅

　
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

②
　
効
率
的
で
質
の
高
い
サ
ー

　
ビ
ス
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

③
　
歩
道
、
街
灯
等
は
状
況
を

　
判
断
し
整
備
し
て
い
ま
す
。

④
　
よ
り
恒
常
的
に
安
全
環
境

　
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

質
　
問

答
　
町
長

「
土
地
白
書
」
か
ら
考
え
る
ま

ち
づ
く
り

　
防
災
無
線
を
基
本
と
し
、
携

帯
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ミ

ニ
Ｆ
Ｍ
局
な
ど
を
併
用
し
た
情

報
伝
達
方
法
を
確
立
し
、
速
達

性
、
正
確
性
、
悉
皆
性
を
確
保

す
べ
き
で
す
。

　
災
害
な
ど
の
情
報
伝
達
は
、

あ
ら
ゆ
る
伝
達
方
法
を
駆
使
す

る
こ
と
で
す
。
町
で
は
防
災
無

線
放
送
を
基
本
に
、
広
報
車
の

出
動
を
併
用
し
て
い
ま
す
。

　
携
帯
電
話
を
利
用
し
た
シ
ス

テ
ム
や
報
道
機
関
の
活
用
も
考

え
ら
れ
、
検
討
し
ま
す
。

　
防
災
無
線
を
基
本
と
し
た
情

報
の
伝
達
方
法

質
　
問

月
議
会

浩友会だより

　
郵
政
事
業
の
現
行
経
営
形
態

の
堅
守
に
関
す
る
請
願
書
が
提

出
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
民
営
化
に
よ
り
利
潤
追
求
が

優
先
さ
れ
、
不
採
算
地
域
か
ら

郵
便
局
が
無
く
な
る
懸
念
が
あ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
郵
政
改
革
の
原
点
は
、
財
形

投
融
資
の
廃
止
と
、
そ
れ
を
財

源
に
し
て
い
る
特
殊
法
人
の
解

体
で
す
。
そ
の
方
法
論
と
し
て

分
割
民
営
化
説
が
あ
り
ま
す
。

　
方
法
論
に
と
ら
わ
れ
ず
、
当

初
の
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
監

視
す
べ
き
で
す
。

　
地
方
経
済
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
、
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
ー
拠

点
と
し
て
の
郵
便
局
、
人
と
ひ

と
を
つ
な
ぐ
郵
便
局
員
を
安
易

な
改
革
・
合
理
化
の
対
象
と
し

な
い
よ
う
意
見
し
ま
し
た
。

　
　
月
議
会
は
、
８
日
か

ら 
 

日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
、

台
風
被
害
の
復
旧
費
の
承

認
、
合
併
前
に
工
事
が
必

要
な
情
報
網
の
整
備
、
過

疎
地
域
自
立
促
進
計
画
な

ど
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま

し
た
。

「
郵
政
事
業
の
現
行
経
営

形
態
の
堅
守
に
関
す
る
請

願
書
」
が
提
出
さ
れ
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
化
検
討
会
議
設
置
に

つ
い
て
な
ど
、
町
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

浩友会だより

請
願
採
択

遠藤ひろし議員
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第５回　合併協議会

合併の期日 平成17年10月 1日（土）

新町の名前 市川三郷町

議員の任期 合併後１年間在任する。

議員の定数 ２２人とする。（法定数）

いちかわみさと


